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２-３.滝山寺鬼祭りにみる歴史的風致 
 

(１)はじめに 

 滝
たき

山寺
さ ん じ

鬼祭りは、旧暦正月７日(現在は旧正月７日に近い土曜日)に行われる火祭りが特徴

の祭りである。祭り当日の行事は、行列、仏前法要、鬼塚供養、庭祭り(田遊び)、火祭りで

ある。火祭りに３匹の鬼面が登場することから、一般的に「鬼祭り」と呼ばれている。 

 

(２)滝山寺鬼祭りの歴史 

 起源は鎌倉時代、源頼朝の祈願に始まると伝

えられている。室町時代に一時廃絶したが、正

保４年(1647)３代将軍家光から学頭
がくとう

青龍院亮
りょう

盛
せい

に当年から毎年、滝山寺において天下泰平の

祈願をするように命じられ、以後、鬼祭りは徳

川幕府の行事として盛大に行われるようになっ

た。明治維新後、徳川幕府の庇護を失い、さら

に神仏分離が影響して明治６年(1873)に休止と

なった。しかし、明治 10 年(1877)以降、青木川

に設置され普及したガラ紡の経済的繁栄が大きな原動力となり、明治 21 年(1888)に滝村によ

り再開された。 

 滝山寺の鬼祭りは五穀豊穣を祈る寺院の正月行事である修正会
しゅしょうえ

1と、大晦日の夜に悪鬼を払

う宮中行事である追儺
つ い な

式2が変化した鬼祭り、火祭りが一体となった行事とされている。滝山

寺の修正会に関する記述の初見は、嘉禄２年(1226)で、この時期に修正会が行われていたこ

とは明らかである。また、天明２年(1782)成立の『三州瀧山寺人日法会記』にも滝山寺修正

会鬼祭りについての記述がある。しかし、鬼祭りがどのように組み合わさって展開してきた

かは明らかでない。ただし、鬼祭りに登場する鬼の面は室町時代前半期の作とされている。

修正会に鬼が登場すること、鬼が登場する前に田遊びが演じられることも滝山寺鬼祭りの特

徴である。 

 祭りに登場する鬼は、祖父面
じ じ め ん

・祖母面
ば ば め ん

・孫面の３匹の鬼であるが、かつては父面・母面も

存在したと伝えられている。ある年の祭りの日に、鳳来寺の山伏と称する２人の男が来て「鬼

面を我らに被らせよ」と要求した。鬼面を被る者は、本堂に籠
こも

ったり、滝に打たれたりして

 
1 寺院で正月に修する法会。旧年の悪を正し，その年の吉祥を祈願する。 
2 大晦日(12 月 30 日(旧暦))の宮中の年中行事であり、平安時代の初期頃から行われている鬼払いの儀式 

図２-３-１ 滝山寺鬼祭り(火祭り) 
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７日間身を清めなければならないとされていたが、無造作に取って被り、祭りを行った。祭

りが終わって、その面を脱ごうとしたところ、顔面にくっついて離れず、息が詰まって死ん

でしまった。村人は哀れみ、本堂の西に葬り、塚を築いた。今も鬼塚伝説として伝えられて

いる。この時、父面・母面も２人と共に埋められたので、父面・母面は現存していないとい

う。 

 

(３)祭りの準備 

 鬼祭りの主役である鬼面をかぶる冠面者
かんめんじゃ

は厄

年の男性から選ばれる。冠面者は、厄落としの

ために、７日間精進潔斎をして面を被る。精進

潔斎の内容としては、四足の物、鶏肉、卵、牛

乳も禁忌で、以前は別火
べ っ か

で男手のみで生活して

いたと伝えられている。現在は、60 歳以上の女

性が作ればよいとされている。祭り当日の朝、

冠面者３人と手引きで、滝山寺南東に位置する

寺の草創伝説に関わり、近世の村絵図にも描か

れている「三界
さんがい

の滝」と呼ばれる滝壺に行って

水を汲んでくる。汲んできた水を風呂に入れて

沸かし、最後の潔斎をして祭りに臨む。祖母面

役がカマド口で火の番をすることになっている。 

 鬼祭りの中心となる十二人衆も大役を無事に

勤めるため、多くの準備を行う。十二人衆は「谷

ノ衆」とも呼ばれ、滝山寺周辺の十二谷からの代表者を示す役職として現在も伝わっている。

十二人衆は滝山寺を支援し、年貢・田畑の管理をする等の役目を担っており、年貢を徴収す

る集落的な単位が「谷」であったと考えられる。「谷」の存在については鎌倉時代に成立した

『瀧山寺縁起3』に記述があることから、十二人衆も平安時代末には組織されていたと推定さ

れる。祭りの際、以前は十二人衆も冠面者と同様に旧正月元旦から７日間、宿において男性

のみで精進潔斎していた。現在は宿泊こそしていないものの、宿を借りて、前日と当日の２

日間、食事、練習、打合せに関して精進潔斎を行っている。 

 
3 滝山寺の由緒・来歴を記した書物。著者は滝山寺の僧侶とみられる。 

図２-３-２ 三界の滝 
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 祭りの準備では、松明
たいまつ

作りもある。鬼祭りに

使われる松明には、庭祭り用の大松明、冠面者

の松明、火祭りに出る人が持つ普通の松明、子

どもたちが持つやや小振りの松明がある。材料

となる竹は寒のものが良いとされ、祭り終了後

に次の年の材料を揃えておく。大松明に使われ

る竹は滝町の北に位置する丹坂
たんざか

町から調達し、

それ以外の松明に使われる竹は十二人衆が所有

する町内の山の竹やぶから調達している。大松明は十二人衆によって作られ、その他の松明

は「滝山寺鬼まつり保存会」の会員が中心となって 30 名余りの人々が参加して作っている。

松明作りは三門近くの広場で行われる。松明作りの技術は脈々と受け継がれており、継承者

は会員たちへの指導に当っている。 

主要な役どころの他にも、警護役の棒突と呼ばれる人々や火祭りの際の火消しなど、様々

な役割がある。祭りの諸準備も含め、これらの役割は、町内各地域の戸数に合わせて分担し

て執り行われる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２-３-３ 松明の作成 

図２-３-４ 祭りの準備が行われる場所  
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図２-３-５ 滝山寺鬼まつり保存会の範囲(滝町) 
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(４)祭り当日 

 当日の行事は下記のとおり執り行われる。ま

ず、「行列」は幕府将軍の使者としての住職が江

戸から到着したことを表し、滝山寺の三門から

滝山寺本堂に向かって出立する。行列には冠面

者や十二人衆、住職等が参列する。この時、「瀧

山寺鬼祭りの唄」が歌われ、町に祭りの始まり

を告げる。２月の冷えた空気の中、静かなせせ

らぎと共に山峡を流れる青木川沿いに行列は進

んでいく。唄の合間や道中休憩後の出立時には

ほら貝が鳴らされ、山間の谷に響く。平地が少

ない土地であり、一般には「谷ふさがり」といって避けることの多い寺の門前に並ぶ屋敷も

多い。これらの屋根には、魔よけとして寺に向けて瓦製の大黒天・鐘馗
しょうき

・鳩などが載ってい

る。 

 

図２-３-７ 滝山寺三門から本堂への行列 

図２-３-６ 瀧村地引大絵図(滝町区有文書) 
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行列が本坊へと到着すると、十二人衆は精進料

理の饗応
きょうおう

を受ける。現在、山で採取したヤマク

チナシを含むこの献立は祭りの見学者にも供さ

れており、味覚で祭りを体感することができる。

饗応の後、鐘楼の鐘と拍子木の音が、十二人衆

の本堂への登山を知らせる。続いて本堂へと登

山した住職により仏前法要が始まる。その最中、

十二人衆は滝山東照宮・日吉
ひ よ し

山王社
さんのうしゃ

での長刀
なぎなた

御

礼振り等、所定の場所で様々な所作を行う。住

職による鬼塚供養も法要の半ばに執り行われ、豆をまいて供養を行う。ここから、庭祭り(田

遊び)が始まる。十二人衆の中でも上役に位置する東次郎
と う じ ろ う

、西次郎
せ い じ ろ う

が長刀御礼振りで悪魔を払

った後、同じくコツボネ、福太郎が鍬を担いで登場する。昼寝や寝言というユーモラスな場

面も交え、呼びかけや台詞で力強く掛け合いながら、田遊びの所作が演じられる。内容は、

田打ち・代
しろ

かき・苗代作り・種まき・田植えなどの農作業の様子である。太鼓の音に合わせ

て十二人衆によって、この祭り独自の田植え歌が披露される。 

 歌が終わり火祭りに突入すると、滝山寺の内陣では半鐘
はんしょう

、双盤、太鼓がけたたましく連打

され、ほら貝が吹き鳴らされる。この音と共に燃え盛る大松明を持った男達と祖父面・祖母

図２-３-８ 滝山寺鬼祭り 行列巡行図 

図２-３-９ 庭祭り 昼寝の様子 
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面・孫面を被った３鬼が本堂の外陣と回廊を駆け巡る。孫面の鬼は、初めは右手にまさかり、

左手に松明を持って登場するが、途中から豊作を意味する丸餅を持って現れる。大松明を持

ち乱舞するかのように走る人々、鳴り響く音、炎の熱気に包まれ、祭りは最高潮を迎える。

大きく火の手が上がり、松明からはじけ飛ぶ火の粉が見学者の方へ降り注ぐと、歓声が上が

る。見学者は火の粉を浴びて五穀豊穣や家内安全を祈願するからである。やがて、大役の拍

子木とともに一斉に火が消され、静寂な一山に帰って祭りは終る。祭り終了後は、祭りの参

加者や見学者が堂内に上がり、消された松明や松明の燃えさしを縁起物として持ち帰る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 祭りは「滝山寺鬼まつり保存会」を始め、地

区全体で実施されている。一般の見学者にも供

される精進料理は、地区の女性たちが協力して

整えている。滝山寺の隣に位置する常磐
と き わ

中学校

の生徒達は鬼の顔をかたどった土鈴等を製作し、

バザーを実施して参加している。また、火祭り

にあたっては地元消防団が滝山寺本堂屋根への

事前放水を行い、本番中は万が一に備えて待機

している。このように、地区全体で祭りを支え、

盛り上げようという思いが活動となって表れて

いる。 

 

(５)祭り翌日及び翌年度への準備 

 朝８時から、十二人衆は宿の片づけを、保存会の有志は本堂周辺の片づけを始める。宿で

は使用した食器類を片付け、庫裡へと収納する。本堂付近では松明や火消しに使われた桶の

水もそのままになっているため、桶の水抜き、煤
すす

や松明の欠片
か け ら

で汚れた本堂内部の掃除を丁

図２-３-11 火祭り 図２-３-10 日吉山王社前での松明点火 

図２-３-12 精進料理 
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寧に行う。松明は十二人衆が耕作している田へ返される。 

 また、鬼祭り執行日の１週間前の吉日に冠面者３人によってつくられた御供え用の鏡餅５

つは冠面者に３つ、十二人衆に２つ、各組に１つ渡され、それぞれで小分けにして関係者や

各戸に配られる。 

 また、片づけと共に次の年の祭りに向けた準備も進められる。松明に使う竹は寒のものが

よいとされるため、毎年、鬼祭り後の寒さの強い２月下旬に十二人衆によって大松明用の竹

や笹の準備が行われる。竹は十二人衆が所有する滝町内の竹やぶ等から調達され、一定の長

さを測って伐採していく。竹の枝は払い、束にして１年間保管しておく。 

 片づけやこの時期の準備は、祭りを次の年へつなげるための大切な一つの過程である。 

 

(６)関連する建造物 

①滝山寺 

 役 小 角
えんのおづの・おづぬ

4が滝壺より得た薬師如来を祀ると

する開創伝承がある天台宗寺院で、物部氏、熱

田大宮司家、鎌倉幕府、足利氏、徳川幕府と時

の権力者により寄進を受けた。源頼朝の従兄で

ある僧寛伝の縁で頼朝の歯と鬢
びん

を収めた運慶・

湛慶作の木造観音菩薩・梵天・帝釈天立像(重要

文化財)、『瀧山寺縁起』等、中世からの重要資

料を多く所蔵している。 

 滝山寺は『瀧山寺縁起』によれば、飛鳥時代、

天武天皇の御代、当地に分け入った役小角が滝

壺から拾い上げた薬師如来を本尊とし、吉祥寺

と号して創建され、後に滝山寺に改められたと

いう。滝山寺が本格的な寺院として成立するの

は中世であり、滝山寺は、東海道筋の矢作東宿

から足助
あ す け

（豊田市）、信州へ続く街道より分岐し、

三河山間部へと至る道上の重要な場所に位置し、

多くの人々、物資、文化の通過点であった。こ

の頃、滝山寺は伽藍
が ら ん

として最盛期を迎えた。 

 鬼祭りの際、３鬼や大松明を持った人々が外陣、回廊を駆け抜け、本堂を焦がすほどの熱

気に包まれる滝山寺本堂は、鎌倉時代末期から室町時代前期の建築で五間四面の和様である。 

 
4 ７、８世紀に大和の葛城山にこもって修行した呪術者であり、修験道の開祖といわれる。 

図２-３-13 滝山寺本堂(重要文化財) 

図２-３-14 滝山寺三門(重要文化財) 
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 鬼祭りの行列の起点となる滝山寺三門は、文永４年(1267)に飛騨権守藤原光
みつ

延
のぶ

が建立した

とされる。三間一戸こけら葺きの楼門で、逆垂木
さかさだるき

を恥じた棟梁が楼上から飛び降りたとする

伝説があり、祭りの「行列」の際に歌われる「瀧山寺鬼祭りの唄」の歌詞にも表現されてい

る。 

 

②日吉山王社 

 滝山寺中興の祖仏泉
ぶっせん

永救
えいきゅう

により 12 世紀前半

に鎮守として近江より勧請され、神仏習合の様

相を今に伝えているのが、日吉山王社本殿であ

る。全国的にも希少な七間社流造りで、身舎
も や

の

内陣は七間以上の流造にみられる三間社を連結

した構造ではなく、横長一室の一体型内陣とし

て造っている点が注目される。現在の社殿は初

代将軍家康公、３代将軍家光によって建立、修

築されている。 

 鬼祭りの境内における祭礼は、日吉山王社及び後述の滝山東照宮神前での長刀御礼振りに

より始まる。また、火祭りの松明は日吉山王社の前庭で灯されており、祭りでの重要な役割

を果たす建造物である。 

 

③滝山東照宮 

 滝山東照宮は、正保元年(1644)、３代将軍家

光が家康公の生まれた岡崎城の近くにも東照宮

を観請したいと考え、古跡であり家康公もよく

訪れていた滝山寺に勧請するのが良いというこ

とになり、正保３年(1646)に滝山寺の境内東奥

に建立された。久能山、日光と合わせて日本三

東照宮といわれ、幕府から厚く保護されてきた。

滝山東照宮の造営は、当時荒廃の一途を辿
たど

って

いた滝山寺の再興に拍車をかけたとされている。 

 滝山寺、滝山東照宮の境内地には、石燈籠が林立している。これは、東照宮造営時に諸大

名、岡崎藩主から奉納され、以後代々の岡崎藩主の寄進を受けたものである。 

 

図２-３-16 滝山東照宮(重要文化財) 

図２-３-15 日吉山王社(市指定文化財) 



第２章 岡崎市の維持向上すべき歴史的風致 

 
 
 

179 

第
２
章 

(７)おわりに 

 滝山寺の位置する滝地区は、矢作川支流の青

木川流域にあり、三河山間部の入口にあたる。

深山霊谷の観あり、川床は岩盤が表れ急渓流と

なっている。山地に接しながら、古代東海道の

矢作川渡河点の一つであった大門地区へ通じる

街道があり、中世以降も松平往還、大沼街道と

三河山地奥部へ通じる街道筋にあったため発展

した。特に滝山寺中興の祖仏泉が古代豪族物部
もののべ

5

氏の加護により堂を築いた頃から発展を始め、

中世には源頼朝、熱田大宮司家、足利家の寄進を受けて滝山寺は最盛期を迎えていく。近世

には徳川将軍家から朱印地を安堵
あ ん ど

されたため、滝地区は朱印社寺領地としての景観を成して

いった。 

 滝地区は山間に位置するため、元々は棚田での耕作が行われていたが、水田は減少しつつ

ある。現在、滝地区には大沼街道を起源とする県道 335 号南大須鴨田線及び県道 477 号東大

見岡崎線南側に新たな道路が開通したため、交通量が減少し、祭りの行列が歩く滝山寺三門

から本堂までの道には旧道として歴史を感じる良好な環境の市街地が形成されている。 

 また、滝山寺、滝山東照宮、日吉山王社はひ

とつの境内に配置されており、中世から近世に

かけての神仏習合の様相と各建物が一体となっ

て織りなす景観を見ることができる。これは五

穀豊穣を祈る寺の正月行事である修正会と宮中

の行事である追儺式が変化した鬼祭り・火祭り

が一体となったのを示す好例である。渓流に沿

って通る街道を歩く行列に始まり、滝山寺の境

内地を舞台に松明30数本を持込み、半鐘、双盤、

太鼓を乱打し、ほら貝が吹き鳴らされる中で鬼が乱舞する。天下泰平・五穀豊穣を祈り、三

河路に春を告げるといわれる滝山寺鬼祭りにみる歴史的風致は、岡崎を代表する風致となっ

ている。 

 
5 大和国山辺郡・河内国渋川郡あたりを本拠地とした有力な豪族。 

図２-３-17 青木川 

図２-３-18 滝山寺、日吉山王社、滝山東照宮 
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図２-３-19 滝山寺鬼祭りにみる歴史的風致の範囲 


